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図-8 水制背後 10cm における

レイノルズ応力横断分布（非越流）
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越流時では主流部(y/L=2.4~2.6)に大きな値が存在
している点で異なる．これは上流側の水はねの影

響が非越流時では大きく，左岸側に高速流が集中

したことと，越流時では影響が小さく，また測定

位置が水制高と等しいため，左岸側より水路中央

に高速流が集中したことが考えられる． 
図-8，9は水制設置位置よりも水制長の 1倍下流

(x/L=1,11)におけるレイノルズ応力の横断分布で
ある． 
図-8は非越流時である．極大値は連続水制下流

(x/L=1.0)が最も大きく，単一水制下流(x/L=1.0)の
約 1.2倍，連続水制下流(x/L=11)の約 3.5倍にもな
る．また位置は連続水制下流(x/L=1.0)では y/L=1.4
に，単一水制下流(x/L=1.0)は y/L=1.3に，連続水制
(x/L=11.0)は y/L=0.9にあり，連続・単一水制下流
(x/L=1.0)は主流部に，連続水制下流(x/L=11)では水
制域内に存在する． 
図-9は越流時の横断分布である．極大値は連続
水制下流(x/L=1.0)が最も大きく，単一水制下流
(x/L=1.0)の約 1.5倍，連続水制下流(x/L=11)の約 4.6
倍にもなる．また位置は連続水制下流(x/L=1.0)で
は y/L=0.6に，単一水制下流(x/L=1.0)は y/L=0.7に，
連続水制下流(x/L=11)は y/L=0.7にあり，すべて水
制域内に存在する． 
図-8，9より，非越流状態から越流状態になると
連続・単一水制 1 基目下流(x/L=1.0)では極大値位
置は水制域内に移動し，値は 5倍程度大きくなる．
これは非越流状態だと水はねの影響で水制先端部

に大きくなり，越流状態だと水はねよりも越流に

よる影響が大きい値をとり，また測定水深(z=5cm)
が水制高と等しいため水制域内により大きな値を

とることが考えられる． 
4．結論 

連続水制を直線開水路の片岸に，水制長の 2倍
の間隔で 6基設置し，上流端と下流端の流動機構
に着目した．本研究で得られた結果は以下の通り

である． 
1)  連続水制 1 基目と単一水制の主流速の極大値
位置は流下するに従い左岸側へ移動するが，連続

水制 6 基目では流下しても位置や値は変化しな
い． 

2)  連続水制1基目および6基目から10cm下流お
ける横断方向の逆流域の範囲は等しいが，その流

速は下流側にも水制が存在する水制 1基目 10cm
下流の方が大きい． 

3)  レイノルズ応力の極大値は連続水制1基10cm
下流と単一水制10cm下流では非越流時に主流部
で，越流時に水制域で存在する．また連続水制 6
基目10cm下流では越流しても変わらず水制先端
付近に存在する． 

図-2 水制設置位置における 

Uの横断分布（非越流） 
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図-3 水制背後 10cm における

Uの横断分布（非越流） 

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

01234

1.0
11.0

1.0

U
/U

m

y/L

x/L
連続水制 単一水制

図-4 水制背後 20cm における

Uの横断分布（非越流） 
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図-5 水制設置位置における

Uの横断分布（越流） 
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図-6 水制背後 10cm における

Uの横断分布（非越流） 

0

0.5

1

1.5

2

01234

1.0
11.0

1.0

U
/U

m

y/L

x/L
連続水制 単一水制

図-7 水制背後20cmにおける

Uの横断分布（越流） 
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図-9 水制背後 10cm における

レイノルズ応力横断分布（越流）
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